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2016 年 8 月は日本に台風が 4 個上陸した。
そのうち３個（第７号、11 号、９号）は北海道
に、１個(第 10 号)は東北太平洋側に上陸し、甚

















ンサンブル予報システム（1 か月 EPS; 平井ほ
か 2015）を用いた数値実験も行う。実験設定
については第３節で述べる。本文中では、1981





 図 1 左下は 2016 年 8 月の海面気圧である。






海面気圧は最も高い。このように 2016 年 8 月
の日本付近の地上の気圧配置は平年から大き
く隔たっていた。 







































図 1 2016年 8月の海面気圧。左上）平年の 8月、左下）2016年 8月、右上）平年偏差で等値線間隔はすべて 2hPa。
右下）1979～2016年 8月の領域平均海面気圧の散布図で、横軸：北海道東方海上(40-50N,160-170E)、縦軸：日本の

















図 2 2016年 8月の 350K温位面の渦位。左上）平年の 8月、左下）2016年 8月、右上）平年偏差で等値線間隔はすべ
て 0.5PVU。右下）1979～2016年 8月の領域平均渦位(350K)の散布図で、横軸：北海道東方海上(40-50N,160-170E)、




































図 3 2016年 8月の OLR。左上）平年の 8月、左下）2016年 8月、右上）平年偏差で等値線間隔はすべて 10W/m2。右下）


































































































































月 1 日～8 月 31 日）のQ ベクトル収束(図８下)
を見ると、７月末～8 月 5 日頃と 8 月 10 日～
 
 




























EPS を用いた数値実験を行った。1 か月 EPS
の仕様は表 1 のとおりである。実験では、2016






























領域境界の経度・緯度方向 10°づつ tanhx の
関数に依存させた緩和係数の与え方とした（例








12 に示す。7 月 20 日を初期値とする予報 4 週
目（8 月 13～19 日）の週平均場で、25 メンバ
ーのアンサンブル平均である。なお、全層緩和
実験・成層圏緩和実験ともに、日付変更線付近の



































































































































可能性の観点からも、2016 年 8 月の循環場異
常との関連が興味深い（Kumar and Hoerling 
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